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笑顔かがやく 野木っ子!!

人権について考える

昭和２３年（１９４８年）１２月１０日、国連総会において世界中のすべての人が安心して

幸せに暮らせるように願い、「世界人権宣言」が採択されました。この宣言をきっかけに、毎

年１２月４日～１０日を「人権週間」と定め、日本全国各地で人権啓発活動が行われています。

１２月１０日は、日本だけでなく世界の各国々でも「人権」について考える日になっています。

本校においても、毎年、人権に関する学習を継続して行っています。今年度は、１２月２日

（月）～１２月６日（金）を「人権週間」として取り組みを行いました。

１２月２日（月）に行った人権集会では、腰塚 勇人（こしづか はやと）さんの「５つの誓

い」について話をしました。中学校の体育教師だった腰塚さんは、スキーの事故で首を骨折し、

医師から「一生寝たきり」の宣告を受けました。腰塚さんは、一時は生きる意欲を失ったそう

ですが、家族や友人をはじめ多くの人たちの支えによって、辛いリハビリに耐え、手足に多少

麻痺は残ったそうですが、４ヶ月後には奇跡の復活を果たしました。腰塚さんは、復活するま

での苦しみの中で、自分がこれまでどれだけ多くの人に命と人生を助けられ支えられてきたの

かを実感し、これからは「自分と他人の命を傷つけない」「命の喜ぶ生き方をする」と決意し

て、自分自身に５つのことを誓いました。その誓いを子どもたちに紹介しました。

【５つの誓い】

「口」は、人を励ます言葉や感謝の言葉を言うために使おう。

「目」は、人のよいところを見るために使おう。

「耳」は、人の言葉を最後まで聴いてあげるために使おう。

「手足」は、人を助けるために使おう。

「心」は、人の痛みがわかるために使おう。

子どもたちには、周りの人へ感謝の気持ちを持つことや仲間の大切さを感じること、また、

温かい言葉やまなざし、他者の言葉をしっかりと受け止めることができる人になってほしいと

思います。



充実の２学期

残暑厳しい８月３０日から始まった２学期。夏から秋、そして冬へと季節が移り変わる一年

の中で最も長い学期でしたが、子どもたちは、日々の学習や行事等に力いっぱい取り組み、い

ろいろな経験をする中で、大きく成長しました。

保護者の皆様、地域の皆様には、温かいご支援ご協力をいただき、ありがとうございました。

■フラワー交流

３・４年生が、１１月２８日（木）に、花を通して地域の

方々とつながる「フラワー交流」を行いました。この交流は、

毎年行っており、子どもたちが地域の方々とプランターに花

の苗を植え、それをお年寄りのお宅に届けて育てていただく

ものです。子どもたちは、冬の寒さに負けず、きれいな花が

咲くよう心を込めて苗を植えました。

■若狭町制２０周年記念「笑顔と緑あふれる植樹事業」

１１月から１２月にかけて、若狭町内の小学校で、若狭町制２０周年を記念して、ソメイヨ

シノの苗木を植樹する取り組みを行いました。本校では、１２月１８日（水）に、６年生がグ

ラウンドに苗木１本を植樹しました。今は高さ１ｍ、直径２～３ｃｍ程の細い木ですが、これ

からしっかり根を伸ばし、大きく生長して、きれいな花を咲かせてほしいと思います。

１月の主な予定

１月 １日（水） 元日

１月 ８日（水） 第３学期始業式 ※給食なし １１：００一斉下校

１月１６日（木） 校外学習（熊川）（６年）

１月２０日（月） 給食週間 ～２４日（金）

１月２１日（金） 校内研究会

１月２９日（水） 上中中学校 新入生体験入学（６年）


